
 

 

令和３年竹田市教育委員会第１回臨時会 会議録 

                                                           

１ 開催日時   令和３年３月２２日（月）午後３時から 

 

２ 開催場所     竹田市役所本庁 ２階庁議室 

 

３ 出席委員   教育長             吉野 英勝 

         １番委員            吉野 聖子 

         ２番委員            賀籠六尚樹 

         ３番委員（教育長職務代理者）  姫野 武俊 

         ４番委員            佐藤  恵 

４ 欠席委員   なし 

 

５ 本定例会に説明のため出席した者の職・氏名    

         教育理事              志賀 哲哉 

教育総務課長            後藤 惟稔 

          学校教育課長                      渡邊 早苗            

          生涯学習課長            足立 達哉 

         まちづくり文化財課長            古田  卓 

                  竹田中央学校給食共同調理場長    後藤 一郎 

         歴史文化館長            佐藤 晃洋 

  事務局員   教育総務課長補佐          大塚 聡子 

 

６ 議事日程  （１）審議事項 

       議題第１４号 竹田市教育委員会規則で定める申請書等の押印の特例に関す

る規則の制定について 

議題第１５号 竹田市教育委員会告示で定める申請書等の押印の特例に関す

る要綱の制定について 

議題第１６号 竹田市長期総合教育計画（令和３年度～令和７年度）の策定

について 

議題第１７号  竹田市教育委員会課長等の任免について 

 

７ 議事次第     別紙のとおり
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                                                     [開会時刻：午後３時] 

 

吉野教育長 

 

 

 

 

 

 

後藤教育総務課

長 

 

 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

 

後藤教育総務課

長 

 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

 

後藤教育総務課

長 

 

 

第１回臨時会ということですが、今年度最後の教育委員会になろうかというふ

うに思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

それではただいまから、令和3年第1回臨時会を開会いたします。早速審議に

入ります。本日の審議事項は4件であります。最初に、議題第14号「竹田市教

育委員会規則で定める申請書等の押印の特例に関する規則の制定について」で

す。教育総務課長説明をお願いいたします。 

 

はい。それでは今回行政手続きにおける市民の利便性の向上及び手続きの簡素

化を図るために、国の動向もありますけれども、竹田市全体として市長部局、

教育委員会部局においてその押印見直しに取り組んだところでございます。 

申請書の様式など、令和3年 4月1日からの押印業務を廃止するということ

で、市民の負担軽減及び利便性の向上を図ることを目的としております。 

これは竹田市教育委員会規則で定める申請書等の押印の特例に関し、規則を定

めるものであります。以上です。 

 

はい。議題第15号も関連があります。これは規則ではなくて告示となってます

が、教育総務課長、議題第15号も一緒に提案してください。教育総務課長。 

 

はい。先ほどの議題第14号については規則に定めるということでありましたけ

れども、第15号については告示で定める申請書等というところで、要綱などい

わゆる補助金の申請書等、押印の見直しをするものであります。これによって

規則、そしてまた要綱に関するものすべてのものに網羅して、押印の見直しを

行うということで14号、15号を提案したところでございます。以上です。 

 

押印の廃止等については、背景等については、委員の皆様もご承知かと思いま

すが、今言った委員会規則と委員会告示で定めるというのとあります。その二

つについて、一緒にご審議をお願いしたいと思います。質疑ありませんか。 

よろしいですか。 

 

（「はい。」の声） 

 

背景等についてはご理解いただけるとして、それでは議題第14号議第15号に

ついて、よろしいでしょうか。 

 

（「はい。」の声） 

 

ありがとうございます。それでは、第14号、第15号については、承認された

ものとして、次に移ります。続いて議題第16号「竹田市長期総合教育計画（令

和3年度から7年度）の策定について」です。教育総務課長お願いします。 

 

はい。それでは第16号竹田市長期総合教育計画（令和3年度から令和7年度）

の策定についてでございます。前回の3月の定例会において皆様方にお示しを

しましたこの計画書でありますけれども、3月8日から3月 19日までの2週
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吉野教育長 

 

 

 

 

吉野委員 

 

 

 

吉野教育長 

 

事務局 

 

 

 

吉野教育長 

 

吉野委員 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

渡邊学校教育課

長 

 

 

 

吉野委員 

 

吉野教育長 

 

渡邊学校教育課

長 

 

 

 

間、ホームページ、そして紙ベースでの計画書を教育委員会並びに各支所で閲

覧可能にしながら、パブリックコメントを求めてきました。が、その2週間の

結果として、意見等はなかったということでございます。委員の皆様方からの

事前の意見というものをまとめてきましたけれども今現在まで出されておりま

せん。また今日はこの案の通りでよいか、新たにご意見をいただければという

ふうに思います。文言の整理は若干させていただきましたけれども、内容につ

いては変わっておりませんので審議をお願いできればと思います。以上です。 

 

はい。前回もお話しましたが、長教審の答申を受けまして、各課が今後5年間

を見通して作ったものです。今経過でお話した通りですかパブリックコメント

については意見はなかったということですが、改めて確認をしたいと思いま

す。議題第16号について、質疑ありましたらどうぞ。吉野委員。 

 

26ページの主要施策②（1）成人・高齢者の学習活動推進・支援の中の2、まち

づくりにいかす、ではないかと思います。その２行下（2）の、様々な生活課題

の次は、をテーマとした、となるのではないかと思います。 

 

事務局 

 

はい。申し訳ありません。今、吉野委員におっしゃっていただいた通り、まず

上のところ(1)は、成果をまちづくりに活かす。それから、その2行下(2)は、

様々な生活課題をテーマとした、が正しいです。修正をさせていただきます。 

 

他になかったでしょうか。吉野委員 

 

はい。19ページ施策2、（2）の幼児教育施設派遣研修教師の活用について調べ

たら、県で平成24年よりと書いてあったんですけど竹田市では今まで実践され

たことがあるのかということと、今後の予定は具体的には決まっているのかを

教えていただきたいと思います。 

 

学校教育課長。 

 

はい。幼児教育施設派遣研修教師の活用ということで令和3年度初めて研修生

を確保することができました。小学校の先生に1年間、竹田市のすべての幼児

教育施設に研修に入っていただいて、幼稚園、保育所等と小学校の連携を強化

していく計画でございます。 

 

1人の先生が何ヶ所か回られるんですか。 

 

学校教育課長。 

 

そうです。1人の先生に1年間かけて、すべての竹田市の幼児教育施設に入って

いただきます。主となる幼稚園には半年程度いますが、それ以外の施設には、1

週間もしくは2週間研修に入ります。また、成果や課題は竹田市の全ての小学

校に報告していきたいと思います。よろしくお願いします。 
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吉野教育長 

 

 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

 

 

 

 

吉野教育長 

 

 

 

 

 

 

 

吉野教育長 

よろしいですか。はい、他にないですか。 

はい。それでは確認をします。議題第16号は、今修正が行われた部分に付加し

て、竹田市長期総合計画は案ではなく正式なものとする、ということでよろし

いでしょうか。 

 

（「はい。」の声） 

 

ありがとうございます。それでは議第第16号を終わりたいと思います。 

次に議題第17号ですが、教育委員会の人事異動に関することなので非公開の審

議としたいと思いますがそれでよろしいですか。 

 

（「はい。」の声） 

 

それでは、竹田市教育委員会会議規則第15条第1項の規定により、議題第17

号「竹田市教育委員会課長等の任免について」は非公開といたします。 

関係者以外の退出をお願いいたします。 

 

＜非公開の審議＞ 

 

＜原案のとおり承認＞ 

  

これで、終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

 

  

                                            [閉会時刻：午後３時１５分] 


